
 公立能登総合病院　情報誌

病院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

入院患者さまに服薬指導をする薬剤師　　　　　　　　　　　　　撮影：入江賢行（臨床工学技士）
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本年もよろしくお願いします
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「クリスマスコンサート」
を開催しました

第7回公立能登総合病院協議会を開催しました

 　平成22年12月4日（土）外来待合前にて、
毎年恒例となりました「クリスマスコンサー
ト」を開催しました。 
　会場には80名以上の観客が集まる中、フ
ルート演奏者の松本さんとキーボード演奏者
の守山さんによる演奏が始まりました。コン
サートでは、ジングルベルやダニー・ボーイ、
アニーローリーなどクリスマスソングを中心
に約10曲を演奏していただきました。演奏
中は、観客の方々が自然とリズムに合わせて
手をたたいている様子や、馴染みの曲が流れ
ると歌い始める様子が見受けられ賑やかに幕
を閉じました。演奏に来ていただきました松
本さん、守山さん、そして会場に足を運んで
いただきました皆さま、ありがとうございま
した。

　公立能登総合病院協議会とは、地域の皆さまの意向が幅
広く反映される公立病院を目指し、「当院の目指す地域医
療のあり方」「病院経営改革の方針、手法及び評価」や「病
院で提供する医療や患者サービスの改善」について検討し、
今後の病院運営について参考にするため平成19年より毎
年２回開催しております。
　委員は七尾市及び中能登町の各種団体代表や学識経験者
の方々 12人の委員で構成されております。
　今回、第７回公立能登総合病院協議会が平成22年11月
８日（土）に当院会議室で開催されました。
　今年度上半期の経営状況や医師・看護師の確保状況につ
いて報告を行い、その後公立能登総合病院改革プランの進
捗状況、地域に開かれた病院を目指しての取り組みについ
て協議を行いました。
　委員の方からは、改革プランについては概ね明記されて
いる目標値を達成しているので、引き続き現状の改革プラ
ンを職員一丸となって取り組んでいただきたいとお言葉を

いただきました。また、院内の病児保育についての利用状
況などの質問がありました。

　公立能登総合病院協議会の議事録につきましては、当院
ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。
http://www.noto-hospital.nanao.ishikawa.jp/outline/?ucate=19

　平成23年1月14日（金）、石川県立七尾高等学校理数科１年生の「人
間環境」の時間に、当院の平田助産師と山本助産師が「思春期講座　
母子を取り巻く環境」について講演をしました。
　講演では、ホルモンの働きや男女の性の悩み、性感染症、妊娠・生
命誕生までの講義と、生徒達に妊婦体験ジャケットを着てもらい、妊
婦に対しての理解を深めてもらいました。実際に体験した生徒は、自
然とお腹にやさしく手を添え、とても愛着のある様子でした。
　平田助産師は、妊娠についての無教養さが招く、若い世代の人工妊
娠中絶の増加や児童虐待の現状について説明し、自分の身体を守るこ
とができるのは自分自身、責任のある行動をとることが大切だとお話
しました。
　また、ご両親がいたからこそ今の自分たちが生きているということ、
その命のリレーの大切さについて生徒にお話しました。
　講演終了後は、生徒の代表の方から、「本講演の内容をしっかり身
に付け、立派な大人になりたい」と感想をいただきました。また、積
極的な質疑応答が行われ、大変好評のうちに終えることができました。
医学に対して興味・関心の高い生
徒が多く、医療現場で働く専門家
からの講義に真剣に耳を傾けてい
ました。中には将来の職業選択を
考えるきっかけになった生徒もい
たようでした。
　生徒の皆さん、先生方、ありが
とうございました。

石川県立七尾高等学校の「人間環境」
の時間にお邪魔しました

平成22年度上半期の経営状況について
報告する川口事業管理者
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血液検査のみの健診を行っております

「お口の健康管理手帳」を作成しました。　　　　
　「口から食べる」ことは、人間が生きるための基本的な
機能であり、「生活の質」の維持や向上に繋がっています。
逆に「口の機能」や「飲み込み（嚥下）の機能」が低下す
ると、唾液や食物が誤って肺の中に入ることで肺炎を発症
したり、健康でいるために十分な栄養を摂取できず、低栄
養状態に陥ったりする危険性が高まります。
　現在、日本の高齢者の死亡原因第１位は「肺炎」です。
なかでも「口の機能低下」によって唾液や食物と一緒に細
菌が誤って気管に入り込むこと（誤嚥）で引き起こされる
肺炎を「誤嚥性肺炎」とよびます。この「誤嚥性肺炎」は、
咳や飲み込みが上手くできないと発症し、免疫力も関与し
ております。
　特に、睡眠中は無意識
下でムセることなく唾液
を誤嚥（不顕性誤嚥）す
ることで肺炎が発症しや
すくなります。
　しかし、逆に言えば、
唾液や食物を誤嚥しても口の衛生状態が良好で、免疫力が
あれば誤嚥性肺炎は発症しにくくなります。

　つまり、いつまでも元気でいられる秘訣は、「口の健康
を保つ」ことなのです。したがって、「口の衛生状態を整備」

（口腔清掃）し、「口の機能低下を予防」（口腔機能回復）する
ことが全身の健康を守るためのスタートになるわけです。
　そこで、誤嚥性肺炎を繰り返す高齢の患者さまに対して、
退院後も安全においしく、楽しい食生活を営んでいただく
ため、患者さまやご家族が「口の衛生や飲み込みの機能」
に対して共通の視点をもつきっかけとして、「お口の健康
管理手帳」を作製しました。退院時にお渡しすることで、
バトン的な存在として退院後の患者様の器質的・機能的な
口腔情報が追跡でき、「肺炎予防」と「口の機能低下予防」
を目的としたシームレスな口腔管理を行うことができれば
と考えます。

　当院では、人間ドッ
クや脳ドックといった
通常の健診に加えて、
血液検査や尿検査のみ
を行う検診を昨年９月
より開始しました。
　血液検査は自分の健
康状態を簡単にチェッ
クすることができ、糖
尿病や肝臓病といった
さまざまな病気の発見
に役立ちます。人間
ドックや脳ドックと
いった通常の健診とは
違い、短時間で検査す
ることができ、待ち時
間もほとんどなく忙し
く時間がない方にお勧
めです。
 検診を希望される場合
には、電話で予約をお
こなってください。

検査の受け方

検査内容と料金

電話予約 検査結果来院 検査受付 会計

前日まで

血液検査については
午後からも受け付けております。

検査結果につきましては
２週間以内に郵送いたします。

ほとんど待ち時間なく検査を終了
することができます。

当日 ２週間以内

腫瘍マーカーセット

貧血セット

感染症セット1 感染症セット2

肝臓病セット

腎臓病・痛風セット

糖尿病セット

肝炎ウイルスセット（B型肝炎・C型肝炎）

脂質代謝異常症セット

肝臓がん、消化器系がん、すい臓がん、前立腺がん ( 男性 )や卵巣がん (女性 )の検査です。
ＡＦＰ、ＣＥＡ、ＣＡ19-9、ＰＳＡ( 男性 )、ＣＡ125( 女性 )

貧血の検査です。特に女性の方に、検査をおすすめします。
白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット値、血小板数

体内の炎症の程度を測定します。
 白血球数、ＣＲＰ定量

あなたの肝臓は悲鳴をあげていませんか？
ＧＯＴ、ＧＰＴ、γＧＴＰ、コリンエステラーゼ、総ビリルビン

痛風検査、腎機能を調べます。
尿蛋白、尿潜血、尿素窒素、クレアチニン、ｅＧＦＲ、尿酸

糖尿病が気になる方に検査をおすすめします。
血糖、ヘモグロビンＡ１Ｃ

エイズと梅毒の感染を調べます。 
ＨＩＶ-1、2 抗体価、梅毒定性

肝臓病の8割は肝炎ウイルスによるものです。ウイルスの有無を調べます。
ＨＢＳ抗原、ＨＣＶ抗体価精密測定

異常があると、動脈硬化や心臓病の誘因につながります。
中性脂肪、ＬＤＬコレステロール、ＨＤＬコレステロール

5,150円

1,650円

3,000円 2,900円

2,400円

2,200円

3,200円

2,850円

2,000円

　予約窓口　 　健診部　（0767）52-8716

歯科口腔外科
医長　長谷剛志
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表
紙
の
「
入
院
患
者
さ
ま
に
服
薬
指
導
を

す
る
薬
剤
師
」
の
「
服
薬
指
導
」
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
服
薬
指
導
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
薬
剤
部
（
薬
剤
師
）
の
業
務
と
聴

い
て
何
を
思
わ
れ
ま
す
か
？
大
半
の
方
が
調

剤
（
薬
を
併
せ
る
事
）
を
す
る
人
と
思
い
浮

か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、

従
来
、
多
く
の
病
院
で
は
薬
剤
師
の
業
務
内

容
は
調
剤
、薬
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、整
理
、

薬
品
の
手
配
、
管
理
な
ど
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
業
務
は
今
で
も
大
き
な
役
割
で
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、当
院
で
は
そ
の
他
に
「
服
薬
指
導
」

を
十
数
年
前
よ
り
一
部
病
棟
で
行
っ
て
お
り
、

対
象
病
棟
に
つ
い
て
も
順
次
拡
張
し
て
お
り

ま
す
。「
服
薬
指
導
」
と
は
一
言
で
言
っ
て
し

ま
う
と
、
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
自
分
が
受
け

て
い
る
治
療
に
つ
い
て
最
大
限
の
理
解
と
効

果
を
得
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
血
圧
が
高
く
通
院
し
な
が
ら
高

血
圧
の
治
療
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
患
者

さ
ま
が
「
こ
の
薬
を
飲
む
と
め
ま
い
や
、
ふ

ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、毎
日
で
は
な
く
、

一
日
お
き
に
服
用
し
て
る
。」
な
ど
の
訴
え
が

あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
で
す
。

　

通
常
、
降
圧
剤
（
高
血
圧
症
治
療
薬
）
の

服
用
初
期
（
服
用
開
始
間
も
な
い
こ
ろ
）
は

血
圧
の
変
化
に
体
が
馴
染
ま
ず
、
ふ
ら
つ
き

感
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
代
表
的
な
副
作
用

と
言
え
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
服
用

状
況
が
悪
化
し
血
圧
の
変
動
が
大
き
く
な
れ

ば
治
療
そ
の
も
の
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
る

可
能
性
が
大
き
い
の
で
す
。
し
か
し
、
ふ
ら

つ
き
を
放
置
し
て
馴
染
む
ま
で
待
ち
な
さ
い

と
い
う
の
も
、
患
者
さ
ま
の
生
活
上
大
き
な

問
題
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合

は
ま
ず
降
圧
剤
を
減
量
し
て
か
ら
服
用
を
開

始
し
、
更
に
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
増
量
し

安
定
的
な
血
圧
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
朝
、
服
用
し
忘
れ
た
か
ら
昼
に
朝
、

昼
両
方
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
」
等
内
服
薬

の
種
類
に
よ
っ
て
は
危
険
な
服
用
を
さ
れ
て

い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

確
実
に
指
示
さ
れ
た
時
間
に
服
用
し
て
い
た

だ
く
の
は
理
想
で
す
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
服
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
ど
の
よ
う
に
服
用

す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
の
対
処
法
な
ど
を
お

話
し
を
し
ま
す
。

　

更
に
、
そ
の
患
者
さ
ま
が
過
去
に
ど
の
よ

う
な
薬
で
副
作
用
が
あ
っ
た
か
、
現
在
、
他

の
医
療
機
関
で
ど
の
よ
う
な
薬
物
治
療
を
受

け
て
い
る
か
、
体
質
的
に
ど
の
よ
う
な
種
類

の
薬
物
が
も
っ
と
も
効
果
が
得
ら
れ
る
か
な

ど
医
療
者
側
に
必
要
な
情
報
、
知
識
な
ど
を

患
者
さ
ま
か
ら
得
て
他
の
医
療
者
に
提
供
、

活
用
す
る
な
ど
患
者
さ

ま
一
人
一
人
に
対
し
て

チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組

む
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
服
薬

指
導
業
務
と
い
っ
て
も

た
だ
、
薮
か
ら
棒
に
患

者
さ
ま
に
服
用
を
迫
る

の
で
は
な
く
、
い
か
に
治
療
の
理
解
と
効
果

を
あ
げ
て
い
た
だ
く
か
が
大
き
な
目
標
な
の

で
す
。

　

最
後
に
皆
さ
ま
に
薬
剤
部
よ
り
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
当
院
に
限
ら
ず
、
医
療
機
関
に

受
診
、入
院
さ
れ
る
際
は
薬
物
療
法
（
内
服
薬
、

外
用
薬
《
貼
り
薬
、
吸
入
薬
、
点
眼
薬
》、
注

射
剤
）
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
必
ず
、

お
薬
手
帳
や
お
薬
情
報
提
供
書
な
ど
現
在
受

け
て
い
る
薬
物
治
療
の
内
容
が
判
別
で
き
る

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
に
よ
っ

て
患
者
さ
ま
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
よ
り
確
か

に
な
り
迅
速
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

専
門
看
護
師
の
紹
介

　

私
は
、
平
成
19
年
に
石
川
県
立
看
護
大

学
大
学
院
の
老
年
看
護
学
講
座
に
お
い
て
、

老
人
看
護
専
門
看
護
師
教
育
課
程
を
修
了

し
、
平
成
22
年
1
月
に
老
人
看
護
専
門
看

護
師
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
、

老
人
看
護
専
門
看
護
師
の
人
数
は
少
な
く
、

２
０
１
１
年
1
月
現
在
、
24
名
が
急
性
期

病
院
や
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
に
は
、
二
次

的
合
併
症
に
よ
る
入
院
の
長
期
化
や
、
摂

食
嚥
下
機
能
障
害
や
排
泄
障
害
な
ど
健
康

問
題
を
持
つ
高
齢
者
へ
の
ケ
ア
、
終
末
期

高
齢
者
の
看
取
り
の
あ
り
方
、
そ
し
て
要

介
護
高
齢
者
の
退
院
調
整
な
ど
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
、
入
院
治
療
に

よ
る
安
静
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
活
動
が
不

活
発
に
な
る
傾
向
に
あ
り
、
入
院
時
よ
り
セ

ル
フ
ケ
ア
（
生
活
管
理
）
能
力
や
日
常
生
活

活
動
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　

老
人
看
護
専
門
看
護
師
の
役
割
に
は
、
こ

う
し
た
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
高
齢
者

や
そ
の
ご
家
族
が
よ
り
よ
い
生
活
を
お
く
れ

る
よ
う
看
護
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
疾
患
を
持
ち
な
が
ら
認
知
症

や
せ
ん
妄
を
お
こ
し
て
い
る
高
齢
者
の
ケ
ア
、

高
齢
者
や
ご
家
族
の
意
思
を
尊
重
し
、
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ケ
ア
提
供
者
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
組
織
的
に
関
わ
り
、

地
域
・
行
政
に
ケ
ア
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

や
、
看
護
実
践
と
と
も
に
、
看
護
ス
タ
ッ
フ

の
高
齢
者
看
護
へ
の
知
識
や
実
践
力
の
向
上

の
た
め
、
院
内
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
連
し

た
学
習
会
や
研
究
・
教
育
活
動
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
、
老
人
看
護
専
門
看
護
師
の
役
割

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
の
『
生
き
て
き
た

歩
み
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
人
生
の
最
後

ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
て

い
く
看
護
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

服
薬
指
導
っ
て
？

服
薬
指
導
っ
て
？

老人看護専門看護師
閨　利志子
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こ
れ
ま
で
、
鼻
副
鼻
腔
手
術
は
、
額
帯

鏡
の
光
を
当
て
な
が
ら
経
験
と
勘
に
頼
る

一
種
の
職
人
技
と
い
っ
た
時
代
か
ら
、
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
内
視
鏡
を
駆
使
す
る
時
代

を
経
て
、
近
年
は
正
確
に
病
変
部
位
へ
と

導
い
て
く
れ
る
手
術
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
手
術
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
に
て
、
内
視
鏡
で
見
る
術
野
の
位
置

を
Ｃ
Ｔ
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ)

画
像
上
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
表
示
し
、
操
作
し
て
い
る
鉗
子
の

位
置
が
こ
こ
だ
と
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
副
損
傷
の
危
険

が
伴
う
部
位
に
お
い
て
は
心
強
い
味
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
平
成
22
年
７
月
に
手
術
支

援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
手
術
室

に
導
入
し
ま
し
た
。
誤
差
は
１
㎜
以
下
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
こ
の
機
器
は
脳
神
経
外
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
領
域
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
医
師
に
と
っ
て

も
安
全
で
安
心
な
手
術
の
助
け
に
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

医
師
の
業
務
軽
減
目
的
に
、
平
成
20

年
の
診
療
報
酬
改
定
に
医
師
の
事
務
的

業
務
を
事
務
職
員
が
代
行
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
当
院
で
は
平
成
21
年
4
月

か
ら
「
医
療
秘
書
」
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
医
療
秘
書
」
業
務
は
院
内
研

修
期
間
6
カ
月
を
終
え
た
職
員
が
業
務

に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
一
つ
に
、

一
部
の
医
師
に
つ
い
て
診
察
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
に
同
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
診
察
室
に
入

ら
れ
て
び
っ
く
り
さ
れ
た
患
者
さ
ま
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

「
医
療
秘
書
」
は
、
医
師
が
診
察
に
専

念
で
き
る
よ
う
に
、
医
師
の
指
示
の
も

と
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
。

①
診
察
中
に
患
者
さ
ま
と
医
師
の
話
し

た
内
容
や
お
薬
の
内
容
、
検
査
オ
ー

ダ
ー
な
ど
を
電
子
カ
ル
テ
に
代
行
入

力
し
て
お
り
ま
す
。

②
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
検
査
結
果
な
ど
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
、
患
者
さ
ま
の
呼

び
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

③
症
状
が
安
定
し
て
い
る
（
医
師
が
指

示
し
た
）
患
者
さ
ま
に
、「
か
か
り

つ
け
医
」の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
診
断
書
や
入
院
証
明
書
な
ど
の
文
書

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

⑤
そ
の
他
、
医
師
か
ら
依
頼
さ
れ
た
事

務
的
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
は
全
て
医
師
の
承
認

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を

拡
大
し
、
安
全
・
安
心
の
医
療
提
供
に

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

手
術
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

手
術
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
紹
介

シ
ス
テ
ム
の
紹
介

医
療
秘
書
の
お
仕
事

鼻副鼻腔手術ナビゲーション

医師の診察に同席する医療秘書

手術支援ナビゲーションシステム

クラニアルアプリケーション
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ニ
キ
ビ
は
90
％
以
上
の
多
く
の
人
が
経
験

す
る
あ
り
ふ
れ
た
皮
膚
の
病
気
で
す
。
思
春

期
に
た
く
さ
ん
出
て
も
、
そ
の
う
ち
自
然
に

治
っ
て
い
く
の
で
、
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
軽
く
み
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
ニ

キ
ビ
は
病
院
に
か
か
る
ほ
ど
の
病
気
で
は
な

い
」
と
み
な
さ
ん
に
思
わ
れ
て
い
て
、
ニ
キ

ビ
が
あ
っ
て
も
病
院
に
か
か
る
方
は
わ
ず
か

10
％
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ニ
キ
ビ
は
思
春
期
に
限
ら
れ
た
病
気
で
は
な

く
、
30
代
く
ら
い
ま
で
症
状
が
長
引
い
た
り
、

傷
跡
を
残
し
た
り
し
て
深
刻
に
悩
む
患
者
さ

ん
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
の
皮
膚
科

で
は
、
ニ
キ
ビ
の
お
薬
の
種
類
が
少
な
く
て
、

患
者
さ
ん
に
十
分
満
足
い
た
だ
け
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、
症
状
が

軽
い
う
ち
か
ら
効
き
目
が
あ
る
、
評
判
の
良

い
お
薬
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

●
ニ
キ
ビ
の
原
因

　

思
春
期
に
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
な
ど
で
、
特

に
顔
や
胸
・
背
中
の
上
方
で
皮
脂
（
毛
穴
か

ら
出
る
ア
ブ
ラ
）
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
毛
穴
に
角
質
や
皮
脂
が
詰
ま
る
こ
と

に
よ
り
で
き
ま
す
。

●
症
状
は
…

・
毛
穴
の
出
口
が
角
質
や
皮
脂
で
詰
ま
り
、

白
ニ
キ
ビ
や
黒
ニ
キ
ビ
が
で
き
ま
す
。

・
毛
穴
が
詰
ま
る
と
、
皮
脂
を
栄
養
と
す
る

ニ
キ
ビ
菌
と
い
う
細
菌
が
毛
穴
の
中
で
増

え
ま
す
。

・
ニ
キ
ビ
菌
が
増
え
る
と
毛
穴
が
炎
症
を
起

こ
し
赤
ニ
キ
ビ
に
な
り
、
さ
ら
に
化
膿
す

る
と
大
き
な
し
こ
り
に
な
り
ま
す
。

●
主
な
治
療
法

◎
塗
り
薬


ア
ダ
パ
レ
ン

　

２
０
０
８
年
に
発
売
さ
れ
た
新
し
い
お
薬

で
す
。
毛
穴
の
余
分
な
角
質
を
取
り
除
き
、

毛
穴
の
出
口
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
症
状

が
軽
い
（
白
ニ
キ
ビ
や
黒
ニ
キ
ビ
の
）
う

ち
か
ら
効
き
目
が
あ
り
、
新
し
い
ニ
キ
ビ

の
予
防
と
し
て
塗
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。


抗
菌
薬

　

ニ
キ
ビ
菌
を
減
ら
し
、
炎
症
を
し
ず
め
ま

す
。
赤
ニ
キ
ビ
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。

◎
飲
み
薬


抗
菌
薬

　

塗
り
薬
の
抗
菌
薬
よ
り
も
さ
ら
に
し
っ
か

り
と
ニ
キ
ビ
菌
の
数
を
減
ら
し
、
赤
み
や

腫
れ
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。


ビ
タ
ミ
ン
剤

　

皮
脂
が
作
ら
れ
る
の
を
抑
え
た
り
、
シ
ミ

を
予
防
し
ま
す
が
効
き
目
は
弱
い
で
す
。


漢
方
薬

　

赤
ニ
キ
ビ
を
抑
え
る
作
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
が
効
き
目
は
弱
い
で
す
。

　

皮
膚
科
で
は
、
患
者
さ
ま
の
年
齢
や
ニ
キ

ビ
の
数
、
症
状
の
強
さ
な
ど
を
考
え
て
お
薬

を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
通
院
の
回
数
は
、

初
診
の
1
か
月
後
に
診
察
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
症
状
が
落
ち
着
い
て
い
れ
ば
、
ニ
キ
ビ

の
患
者
さ
ま
は
学
生
が
多
い
の
で
、
３
ヶ
月

（
学
校
の
休
み
）
ご
と
の
診
察
で
十
分
な
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

●
日
常
生
活
の
注
意
点


洗
顔
料
（
石
鹸
）
を
泡
立
て
、
ぬ
る
ま
湯

で
な
で
る
よ
う
に
１
日
２
回
洗
い
ま
し
ょ

う
。
汚
れ
を
と
ろ
う
と
思
っ
て
肌
を
擦
り

す
ぎ
る
と
、
肌
が
荒
れ
て
塗
り
薬
が
し
み

た
り
、
ニ
キ
ビ
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。


ニ
キ
ビ
を
気
に
し
て
触
っ
た
り
潰
し
た
り

す
る
と
、
刺
激
に
な
り
悪
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
額
の
ニ
キ
ビ
を
髪
で
隠
し
た

く
な
る
も
の
で
す
が
、
髪
の
刺
激
で
ニ
キ

ビ
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
に

い
る
と
き
だ
け
で
も
、
髪
を
あ
げ
て
額
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


化
粧
を
す
る
と
き
は
、
毛
穴
を
ふ
さ
ぎ
や

す
く
す
る
油
性
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は

避
け
、
ノ
ン
コ
メ
ド
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
（
毛
穴

が
詰
ま
り
に
く
い
成
分
）
の
も
の
を
使
い

ま
し
ょ
う
。


体
の
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
、
食
事
（
脂
っ
こ

い
も
の
や
甘
い
も
の
）
に
よ
り
皮
脂
が
作

ら
れ
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。


薬
局
の
店
頭
や
通
信
販
売
な
ど
で
、
ニ
キ

ビ
用
の
化
粧
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
化
粧
品
が
お
薬
よ
り
も
安
全
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
海
外
で
の
効
き

目
や
有
名
タ
レ
ン
ト
の
使
用
体
験
な
ど
を

強
調
し
て
宣
伝
し
て
い
る
化
粧
品
が
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
は
海
外
と
国
内
で
は
認

可
さ
れ
て
い
る
成
分
が
異
な
る
た
め
、
同

じ
商
品
名
で
も
有
効
成
分
も
同
じ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
の
ニ
キ
ビ
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
カ

ビ
（
マ
ラ
セ
チ
ア
）
や
ダ
ニ
（
毛
包
虫
《
も

う
ほ
う
ち
ゅ
う
》）
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
「
た

か
が
ニ
キ
ビ
」
と
い
わ
ず
に
、
ぜ
ひ
皮
膚
科

の
診
療
を
受
け
て
み
て
下
さ
い
ね
。

知っ得 ナットク カラダのこと

ニキビについて

●先生●

皮膚科医長

越後岳士先生
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「
私
の
か
か
り
つ
け
医
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
中
能
登
町
の
ち
ょ
う
ど
お
へ
そ
の

部
分
に
あ
た
る
良
川
地
区
で
開
業
さ
れ
て

い
る
『
な
か
お
内
科
医
院
』
の
中
尾
義
広

先
生
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　

突
然
で
す
が
お
正
月
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

私
の
お
正
月
は
毎
年
、
テ
レ
ビ
観
戦
を

す
る
こ
と
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
元

旦
の
実
業
団
駅
伝
、
２
日
と
３
日
の
箱
根

駅
伝
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
箱
根
駅
伝

で
は
、
い
つ
か
は
芦
ノ
湖
の
折
り
返
し
地

点
に
行
っ
て
第
５
区
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
を
見
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
の
患

者
さ
ん
の
中
に
は
在
宅
療
養
中
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
遠
く
へ
出
掛
け

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
業
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

い
つ
か
は
地
域
に
根
ざ
し
た
「
か
か
り

つ
け
医
」
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
な
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
５
年

に
ち
ょ
う
ど
長
男
が
小
学
校
に
入
学
す
る

こ
と
を
き
っ
か
け
に
開
業
を
決
意
し
ま
し

た
。

　

健
康
の
た
め
に
い
つ
も
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か

　

病
院
勤
務
医
の
時
代
に
は
、
夕
方
に

な
る
と
毎
日
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
能
登
島
大
橋
開
通
記
念

マ
ラ
ソ
ン
も
走
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
開

業
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
全
く
運
動
す
る

機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
運
動
不
足
で
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
平

成
８
年
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま
し

た
。
初
め
の
う
ち
は「
運
動
不
足
解
消
だ
」

と
思
い
、
い
つ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ク
ラ
ブ

ば
か
り
力
任
せ
で
振
り
回
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
見
て
い
る
人
か
ら
「
関
節
が

壊
れ
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。最
近
は
少
し
上
達
し
た
い
な
と
思
い
、

軽
く
振
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
の
で
す

が
、
や
は
り
他
人
か
ら
は
相
当
力
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
そ
う
で
す
。

　

診
療
に
お
い
て
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族

の
方
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

す
か

　

私
は
会
話
が
あ
ま
り
得
意
な
ほ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
患
者
さ
ん
の
訴
え
を

で
き
る
だ
け
詳
し
く
お
聞
き
し
、
治
療
に

お
い
て
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
用
い
て
説
明

す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本

当
に
納
得
い
た
だ
い
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か　

　

町
の
人
口
は
減
少
し
て
い
く
一
方
で
す

し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
き
ま
す
。
も
は
や
医
療
従
事
者
だ

け
で
医
療
を
ま
か
な
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
地
域
全
体
で
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
能
登
病
院
と
の
連
携
に

お
い
て
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

病
院
に
通
院
中
の
患
者
さ
ん
か
ら
そ
の

治
療
内
容
に
つ
い
て
ご
相
談
を
頂
く
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
い
つ
で

も
気
楽
に
病
院
と
か
か
り
つ
け
医
の
双
方

で
相
談
し
や
す
い
よ
う
な
連
携
関
係
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
重
症
な
病
気

や
突
発
的
な
症
状
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域

の
方
々
の
健
康
管
理
に
注
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
終
え
、
お
写
真
か
ら
も
伺
え
る

と
お
り｢

常
に
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
る

温
か
い
先
生｣

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

〒
９
２
９
│
１
７
１
７

　
　

鹿
島
郡
中
能
登
町
良
川
る
部
４
│
１

　
　

診
療
科　

内
科

なかお内科医院

院長　中
なか

尾
お

　義
よしひろ

広 先生

休診日　土曜日午後・日曜日・祝日
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公
立
能
登
総
合
病
院
　
〒
926-0816　

石
川
県
七
尾
市
藤
橋
町
ア
部
６
番
地
４
　
TEL 0767-52-6611　

FAX 0767-52-9225

受　付 診療室 月 火 水 木 金
午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

受付Ａ

℡52-8702

外科 守　友

当番医

富　田

当番医

牛　島

当番医

徳　楽

当番医

古　川

当番医外科 古　川 守　友 徳　楽
大学医

呼吸器外科（第2・4）

外科 牛　島
大学医

心臓血管外科

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷

特殊外来歯科口腔外科 吉　澤 吉　澤 吉　澤 吉　澤 吉　澤

歯科口腔外科 高　塚 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ

℡52-8702

整形外科 林 伊　井 林 伊　井 宗　廣

整形外科 宗　廣 中村（孝） 装具外来
14：00～15：00 中村（孝） 林 伊　井 装具外来

13：30～15：00

整形外科 中村（孝） 宗　廣

リハビリ科 八幡（第）
13：30～14：30

受付Ｂ

℡52-8703

内科胃腸科 草　野 中村（勇） 中村（勇） 草　野 胃腸科担当医

皮膚科 越　後
手術・検査

越　後
手術・検査

越　後
越　後
予約のみ

大学医
9：00～

大学医
14：00～15：30 越　後 越　後

15：00～16：30

皮膚科 大学医
9：00～

大学医
9：00～

大学医
14：00～15：30

形成外科 山　城
初・再診

中嶋（幸）
初診 手　術

13：00～15：30

予約診察
15：30～16：30
小学生～高校生

山　城
初・再診

手　術
13：30～17：00

山　城
初・再診

手　術
13：30～17：00

中嶋（幸）
初・再診

形成外科 中嶋（幸）
再診

山　城
再診

中嶋（幸）
再診

中嶋（幸）
再診

山　城
再診

美容外科 山城/中嶋
14：00～16：30

山城/中嶋(第1)
14：00～16：30

受付Ｂ

℡52-8703

内科
山　下
初診

当番医

朝　日
初診

当番医

田　治
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

中島（理）
初診

当番医

内科
藤　岡
（腎・高）

藤　岡
（腎・高）

藤　岡
（腎・高）

内科
篠　崎
（腎・膠）

田　治
（糖尿病）

大　畑
（血内）

田　治
（糖尿病）

橋本（琢）
（甲状腺）

内科
横　山
（糖尿病）

村本（信）
（糖尿病）

横　山
（糖尿病）

中島（理）
（腎・糖）

村本（信）
（糖尿病）

循環器科 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

内科
村本（真）
（循環器）

中島（理）
（腎・糖）

山　下
（循環器）

村本（真）
（循環器）

山　下
（循環器）

受付Ｃ

℡52-8704

神経内科
野　崎
初・再診

野　崎
初・再診

野　崎
初・再診

野　崎
初・再診

神経内科
高　橋
初・再診

耳鼻咽喉科 坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術・検査

坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術・検査

坂　本
手術・検査

耳鼻咽喉科 宮　澤 酒　井

受付Ｃ

℡52-8704

脳神経外科 塚　田 吉　田 塚　田 大学医

脳神経外科 橋　本 橋　本 吉　田 橋　本

眼科 佐　伯
検　査

佐　伯
手　術

佐　伯
検　査

佐　伯
手　術 検　査

眼科 山　田 山　田 山　田 山　田

受付Ｄ

℡52-8705

泌尿器科 南 手　術

入院検査

上　木
往診
検査処置
入院検査
他科回診

南 手　術

入院検査

上　木
ＥＤ外来
検査処置
入院検査
他科回診

稲　村 手　術

入院検査泌尿器科２ 大学医
初診

稲　村
初診

上　木
初診

稲　村
初診

南
初診

小児科１ 和　田 和　田
ヵ月検診

和　田
斉　藤
（心臓）

和　田
当番医

和　田

小児科２ 岡　本 池　野 岡　本 池　野 岡　本

受付Ｄ

℡52-8705

産婦人科１ 大学医
（富澤） 藤　田

大学医
（高木）

産婦人科２ 大学医
（藤井） 藤　田 ヵ月検診 藤　田

大学医
（早稲田） 藤　田

精神
センター

℡52-6619

精神科１ 西　村 西　村 西　村
アルコール薬物依存外来

西　村
西　村 小　坂

精神科２ 平　松 平　松 平　松 石　橋 平　松 平　松

精神科３ 東　間 東　間 東　間 石　橋 東　間

精神科４ 小　坂 石　橋 小　坂 小　坂 石　橋

外来化学療法点滴室 富　田 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島

救命救急センター 院内医師 院内医師 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 太　田 太　田

健診部 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師

放射線科 月曜日～金曜日の午前及び午後　伊藤・扇・高仲（木）放射線治療

核医学 萱　野 滝

外 来 診 療 予 定 表 （2011.2.1）

TEL 52-6611（代表）
●外来診療受付（平日の時間内）
　一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
　但し、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。
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